
ラウネ川（旧石狩川）閉鎖的水域 

石狩川 

ラウネ川 
（旧石狩川） 

課題：水質が悪化した水域に生
息するオオマリコケムシが大量
発生するなど水質の悪化が懸念
される 

市民でできることから始めよう 
石狩川の河畔林の再生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   

  

 

自然体験活動指導者（NEAL）とは 

自然体験活動には、キャンプ、登山、ハイキング、カヤック、自然観察、農林漁

業体験など、多様なフィールドで様々な活動があります。自然の中で感性を磨いた

り、土地の伝統文化や食文化に触れたりと、専門的な知識と技術をもって自然体験

活動の普及や振興に貢献するのが「自然体験活動指導者」です。自然体験活動指導

者として、様々なフィールドで自然の素晴らしさを伝えることができるとともに、

全国の指導者が集う研修会や交流会に参加でき、活動団体や専門分野を超えたネッ

トワークづくりや情報交換が可能です。 

本制度では、全国体験活動指導者認定委員会（認定委員会 ※１）を設け、その

下に自然体験活動部会（自然部会）を設置しています。 

※１ 認定委員会：国立青少年教育振興機構をはじめとした体験活動に関する関係機関・団体、有識者等から

なり、主に養成団体・指導者の資格認定や登録証の発行を行います。 

 

RACは、全国各地の川で活動するNPO法人や市民団体で構成される

協議会です。川で活動することを通して、人間性の回復や水循環の保全に

ついての認識を広げることを目的としています。 

RAC指導者は、川で楽しく安全に遊び、川に学ぶための指導者として

川の危険を正しく理解し伝えられるスキルを身に付けた指導者です。 

 

Eボート指導者とは、（Ｅボート（※１）は交流ボートです。）操作技術及

び安全管理などを学びこのボートを活用できる指導者です。 
※Ｅボートは、川やダム湖などの水辺で人々が交流（exchange）することに 

 より、水辺や流域の環境（environment）を見直し考え直すきっかけを作り、 

 エコライフ（eco-life）を促進させるための新しい道具として考案されました。 

いわば、川体験の入門編・入り口（entrance）となるボートです。 

子どもからお年寄りまで、誰もが（everybody）、簡単に（easy）、楽しく 

 （enjoy）、水辺の素晴らしさを体験（experience）する事ができるように作 

られています。また最近では、青少年の教育（education）を目的とした活用や、さらには水害や水辺の事故等の 

緊急時（emergency）の活用も期待されています。 

 

石狩川リバーインテリジェント認定制度とは、石狩川リバーインテリジェント（Ishikari 

Ｒiver Ｉntelligent 頭文字をとって「ＩＲＩ 」通称アイ・アール・アイ）認定制度。 

石狩川流域の住民が川を活かしたまちづくりの活動を促進させ、活力と魅力ある地域づく

りをすすめるため、その住民主体の活動をコーディネートする人材を育成する制度（当団体

のご当地認定制度）です。認定者は当会の人材バンクに登録され、指導者として派遣されま

す。 

水生生物観察の指導法    Eボートで石狩川下り          閉 講 式 

 

（１）川育事業

平成23年の３・１１の東日本大震災や台風１２号などの大規模な災害に備え、平成24年
度の「石狩川流域住民水難救助訓練支援事業」を通じ、今後はわたしたちNPO法人まち・川
づくりサポートセンターが主体となって、水害時や河川利用時における水難事故の被害者を
なくすため、住民・団体・消防さらには消防団などが、それぞれの役割分担の中で、安全な
救助支援体制を構築するため、多様な主体が参加する各種合同訓練やその訓練を受講し
た訓練者同士のネットワークを形成することによって、お互い顔が見える関係をつくることで、今
後連携した救助活動や水難事故防止活動などを行うことができる「石狩川流域水難救助
サポートセンター」を設置し、これら活動を支援する事業をスタートさせました。

平成25年8月25日

石狩川流域水難救助サポートセンターの設立主旨

石狩川流域水難救助サポートセンターの主な活動と体制

NPO

主な活動
水難救助技術取得のための合同訓練の開催
舟漕ぎ大会（Eボートの避難提案）の開催
防災教育（みんとち自然体験楽校）の実施
水難事故防止の啓発
人材育成（IRI・RAC・プロジェクトWET）
上記の参加者のネットワークづくり（交流会・名簿の作
成・ホームページの情報センターの作成）
消防との水難救助装備の協力

体制（構成：訓練参加者 事務局NPO）

（２）防災事業

（４）人材育成事業

（３）環境保全・改善事業

設立趣旨及び経過

石狩川流域の河川環境を活かしたまちづくりを行うため、住民主体のもと、住

民・企業・行政などが連携して、まちづくりの様々な課題解決に向け、その「共

通の理念」となる「まちづくり・川づくり基本構想」を策定し、この地域の資源

である川・自然・人、そして、知恵や技術などを活かし、活力ある地域づくりを

めざすため、「まちづくり・川づくり協議会」を平成１５年６月１９日に設立し

た。平成２３年１１月には、ＮＰＯ法人「まち・川づくりサポートセンター」と

して新たなスタートを切った。

子どもたちの防災キャンプ（川流れ）

子どもたちの図上訓練

多様な主体の参加による水難救助訓練 河川管理者（北海道）・地元農家・市と連携し、河畔理再生

國學院大學北海道短期大学部学生・岩見沢 JC・市民団体等参加
國學院大學北海道短期大学部学生・市議会議員・市職員・市民団体等参加

★上記は当NPO独自のご当地資格制度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   

  

 

自然体験活動指導者（NEAL）とは 

自然体験活動には、キャンプ、登山、ハイキング、カヤック、自然観察、農林漁

業体験など、多様なフィールドで様々な活動があります。自然の中で感性を磨いた

り、土地の伝統文化や食文化に触れたりと、専門的な知識と技術をもって自然体験

活動の普及や振興に貢献するのが「自然体験活動指導者」です。自然体験活動指導

者として、様々なフィールドで自然の素晴らしさを伝えることができるとともに、

全国の指導者が集う研修会や交流会に参加でき、活動団体や専門分野を超えたネッ

トワークづくりや情報交換が可能です。 

本制度では、全国体験活動指導者認定委員会（認定委員会 ※１）を設け、その

下に自然体験活動部会（自然部会）を設置しています。 

※１ 認定委員会：国立青少年教育振興機構をはじめとした体験活動に関する関係機関・団体、有識者等から

なり、主に養成団体・指導者の資格認定や登録証の発行を行います。 

 

RACは、全国各地の川で活動するNPO法人や市民団体で構成される

協議会です。川で活動することを通して、人間性の回復や水循環の保全に

ついての認識を広げることを目的としています。 

RAC指導者は、川で楽しく安全に遊び、川に学ぶための指導者として

川の危険を正しく理解し伝えられるスキルを身に付けた指導者です。 

 

Eボート指導者とは、（Ｅボート（※１）は交流ボートです。）操作技術及

び安全管理などを学びこのボートを活用できる指導者です。 
※Ｅボートは、川やダム湖などの水辺で人々が交流（exchange）することに 

 より、水辺や流域の環境（environment）を見直し考え直すきっかけを作り、 

 エコライフ（eco-life）を促進させるための新しい道具として考案されました。 

いわば、川体験の入門編・入り口（entrance）となるボートです。 

子どもからお年寄りまで、誰もが（everybody）、簡単に（easy）、楽しく 

 （enjoy）、水辺の素晴らしさを体験（experience）する事ができるように作 

られています。また最近では、青少年の教育（education）を目的とした活用や、さらには水害や水辺の事故等の 

緊急時（emergency）の活用も期待されています。 

 

石狩川リバーインテリジェント認定制度とは、石狩川リバーインテリジェント（Ishikari 

Ｒiver Ｉntelligent 頭文字をとって「ＩＲＩ 」通称アイ・アール・アイ）認定制度。 

石狩川流域の住民が川を活かしたまちづくりの活動を促進させ、活力と魅力ある地域づく

りをすすめるため、その住民主体の活動をコーディネートする人材を育成する制度（当団体

のご当地認定制度）です。認定者は当会の人材バンクに登録され、指導者として派遣されま

す。 

水生生物観察の指導法    Eボートで石狩川下り          閉 講 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   

  

 

自然体験活動指導者（NEAL）とは 
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ＰＬＴ （Project Learning Tree 「木と学ぼう」)  

ファシリテーター講習会 in たきかわ 参加申込書 

 
 

ふりがな 

名  前 

 記入日 平成   年   月  日 

 年齢  

所属団体名 
 

□市民グループ  □行政関係者  □学校関係者  □民間企業  □その他 

住  所 
〒 

 

TEL  FAX  

E-mail  

自己紹介等 

 

 

 

石狩川リバーインテリジェント認定講習会（任意） 受講する・受講しない 

 

みんとち自然体験楽校の補助指導者のボランティアとして登録し協力する。 

  

登録する・登録しない 

 

持ち物・服装・写真撮影等について 

●講習は室内で行うことを予定しておりますが、簡単な運動を行う場合がありますので,動きやすい服装

を準備してください。（天候がよければ施設周辺で行う場合もあります。） 

●筆記用具をご持参ください。 

●本申込書は自己紹介として事務局でコピーし,当日皆様に配布します。 

●講習に参加される方は,お弁当等をご持参ください。※コンビニはありますが、食堂はありません。 

●休憩時の飲み物やお菓子等はこちらでご用意します。（当施設には自動販売機がありません） 

●写真撮影・公開の承諾について  

PLT(Project Learning Tree「木と学ぼう」)の編集物あるいは広報媒体,ＮＰＯの活動及びホームペー

ジ掲載のため写真撮影を行うことがありますので、ご了承いただければ幸いです。 

 

                  署 名                     

  
 
 
 
 
 

ＰＬＴ（プロジェクト ラーニング ツリー） 

ファシリテーター養成講習会 in たきかわ 
 

 

 

 

１ ＰＬＴとは、 

Project Learning Treeは「木と学ぼう」と訳されていますが、

今ではPLTの略称で全国的に知られるようになった環境教育プロ

グラムです。 

PLT では，複雑な環境問題について，何を考えるというよりは，

どのように考えるかという学び方を身に付けます。 

 

【背景】 

PLTはアメリカ合衆国で最も普及している環境教育プログラム

です。アメリカ森林財団（AFF）事務局の運営により，各州にコ

ーディネーターと運営委員会がおかれ，指導者の養成にあたってい

ます。 

AFFは個人や財団，林業関係者からの助成金によって成り立つ慈

善教育財団です。この他，アメリカ林務官組合，全米州林務官組合．

全米林業学校・大学協会，U.S.D.A森林事業などからも支援を受け

ています。  

 海外でもカナダ，スウェーデン，フィンランド，メキシコ，そし

て，日本などで 30万人以上の教育関係者と 1200万人以上の子

ども達がプログラムに参加しています。1977年に初めて現場で

実践が試みられて以来，改定を何度も重ねています。 

調査や研究結果からも，PLTが大変効果的な方法であることが確かめられています。参加者からも，このカ

リキュラムが広く活用されていくだろうと期待の声が寄せられています。 

■PLTは環境省「環境教育の指導者を育成・認定している事業」に登録されています。 

 

【いつでも，どこでも，だれとでも】 

学ぶ側にとって自分たちの周りの複雑な環境について、何を考えるべきか（考え

る内容）ではなく、いかに考えるか（考え方）について学ぶことができます。 

教室で学んだことがらや修得した技能が、自分たちの周りの世界と実際にどのよ

うに関連しているかが理解できるようになります。前向きに問題を解決したり，批

判的思考や評価，また調査をしたりするのに必要な技能を伸ばすことができます。

何と言っても，楽しく学べることです。 

教える側にとって理科，数学，国語、社会など様々な教科で効果的に学習できる

175以上もの活動事例を紹介しています。子ども達が生き生きと学習に参加し、今

すぐ実践可能な『PLT活動事例集』が手に入ります。  ※PLTのホームページより一部引用 
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番号 
  

申込み締め切り ： 2017/1/16（月） 

 事務局記入欄 

〒073-0041  

北海道滝川市西滝川 1 番地  滝川地区地域防災施設内 

ＮＰＯ法人 まち・川づくりサポートセンター 

Fax  ： 0125-24-0989 

      ｅ-mail： machikawa2011@hotmail.co.jp 

【平成２８年度】 

NPO法人まち・川づくりサポートセンターの事業紹介

石狩川のEボートによる川下り体験

河川管理者（国）・教育委員会と連携

河川管理者（国・道・市）住民・環境団体など連携

Project Learning Treeは「木と学ぼう」と訳されていますが、
今ではPLTの略称で全国的に知られるようになった環境教育プロ
グラムです。
PLT では，複雑な環境問題について，何を考えるというよりは、
どのように考えるかという学び方を身に付けます。

プロジェクトＷＥＴ (Water Education for Teachers)は、水や水資源
に対する認識・知識・理解を深め責任感を促すことを目標として開発された 
「水」に関する教育プログラム です。

多くの方が認定登録
活躍している。
右記は当NPOホーム
ページより検索

187名の認定登録数（2016.12.01）

 

073-0041  
0125-24-0989 

machikawa2011@hotmail.co.jp

まち・川づくりサポートセンター
IRI研修プログラム

川とまちづくり
石狩川の姿
安全な活動
活動事例
川の図鑑
川の活動マップ

まちづくり・川づくり協議会の
活動参加（1回以上）
教育:川の体蛾活動
環境:美化活動・緑化活動等
交流:イベントや地域づくり

IRI人材バンク（インターネット）

IRIの紹介・斡旋・PR

IRIは、石狩川流域の川を活かしたまちづくり活動のコーディネーター
として活躍が期待される。

Ⅰ部 テキスト講習 Ⅱ部 実技研修

研修終了書発行

［RAC （川に学ぶ体験活動協議会）］
取得資絡　リーダー

［CONE (自然体験活動推進協議会) ］
取得資絡　リーダー

［RESCUE 3 JAPAN］
取得資格　スイストウォーターレスキュー・ファーストレスポンダークラス

上記がすべて揃って

　　　　　　　　石狩川リバーインテリジェント　　　認定書発行

として認定する。(本NPO)


